
特長5.　省スペース
施工に必要なものは、小径杭打撲機のみ。プラント設備等は不要なため極めて省スペースでの施工が
可能です。杭材は小型トラック（2t〜4t）で搬入が可能。現場周辺の環境保護にも貢献します。

特長6.　幅広い支持層
砂質地盤、礫質地盤、粘土質地盤、幅広い支持層の選択ができ、より使いやすい杭工法になりました。

特長7.　高性能施工機械
小型でありながら高トルクが可能な施工機械、狭い搬入路、施工現場、上空制限のある現場（工場等）
など限定された施工条件に対応します。

特長8.　確実な打止め管理
独自の打ち止め管理方式より、指標値を地盤調査結果と照合して、指標値が所定の範囲に収まってい
ることを確認して打ち止める。

杭を吊り込んで杭先端を杭芯に合わせる。

杭芯へのセット終了後、鉛直性を確認し、杭が移動しないように振れ止め装置をセットする。

杭を正回転（右回転）させ、拡翼の推進力と必要に応じ圧入力P を加えて杭を貫入させる。

1 本目を回転貫入したら、2 本目以降は溶接により継ぎ足しを行い、順次回転貫入させる。

回転キャップを用いて所定の深度まで回転貫入させ、指標値が管理地を越えていることを確認して回転貫入を完了する。

回転キャップを逆回転（左回転）させて引抜き、施工を完了する。

杭先端部をスライドウェイト計測器付のモンケンで打撃することにより支持力の増加と先端支持地盤の確認が可能です。


